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安心・安全な取り組みを ８議員が町政を問う（一般質問）安心・安全な取り組みを ８議員が町政を問う（一般質問）

平成29年度決算・83億円の成果を認定平成29年度決算・83億円の成果を認定

こんなことが決まりました（９月補正）こんなことが決まりました（９月補正）

議会だより
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　平成30年９月定例会を９月11日から14日までの会期で開きました。

　今回は、平成30年度一般会計及び特別会計補正予算案など、提出された16議案を

慎重に審議し、すべて原案どおり可決しました。

　また、９月定例会は、決算議会でもあり、平成29年度一般会計及び６つの特別会

計を認定しましたが、町税の減収、今後の財政運営や収入未済額の縮減に向けた取

り組みなどの改善や要望を求める意見が相次ぎました。

　なお、一般質問では、８人の議員が、それぞれ町の対応や考えを問いただしました。83億
円の成果を

認
定

29年度決算

各会計の決算状況 　　　　 　（単位：円）

会　　計　　別 予 算 現 額

決　　算　　額 歳 入 歳 出
差 引 額
（形式収支）

（Ａ）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

（Ｂ）

実 質 収 支
（Ａ）－（Ｂ）歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 9,223,782,080 9,240,923,571 8,299,811,389 941,112,182 288,261,000 652,851,182 

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 1,109,132,000 1,118,064,436 1,036,116,841 81,947,595 0 81,947,595 

土 地 開 発 事 業 262,714,000 263,800,999 254,832,504 8,968,495 0 8,968,495 

公共下水道事業 393,311,000 380,250,116 334,128,744 46,121,372 0 46,121,372 

農業集落排水事業 33,518,000 34,264,943 30,468,859 3,796,084 0 3,796,084 

介 護 保 険 500,301,000 501,075,178 471,321,980 29,753,198 0 29,753,198 

後期高齢者医療 18,024,000 18,427,612 17,555,239 872,373 0 872,373 

小  　計 2,317,000,000 2,315,883,284 2,144,424,167 171,459,117 0 171,459,117 

平成29年度決算額 11,540,782,080 11,556,806,855 10,444,235,556 1,112,571,299 288,261,000 824,310,299 

歳入決算額
9,240,924千円

地方譲与税       25,910千円
利子割交付金     1,220千円
地方消費税       86,142千円
自動車取得税      6,185千円

地方特例            1,333千円
地方交付税      758,838千円
その他                5,992千円

町税
 2,856,614千円

（31%）

使用料等
2,185,923千円

（24%）
使用料           66,747千円
財産収入        44,167千円
分担金             　931千円
寄附金          17,707千円
繰入金      1,076,672千円
繰越金         797,356千円
諸収入         182,343千円

国庫支出金
972,337千円

（11%）

依存財源
4,198,387千円

（45%）

県支出金
2,248,130千円

（24%）

自主財源
5,042,537千円

（55%）

町債
92,300千円（1%）

譲与税等
885,620千円

（10%）

扶助費
208,944千円（3%）
公債費
207,458千円（2%）

災害復旧事業費
113,211千円（1%）

維持補修費
217,700千円（3%）

投資出資貸付
17,480千円（0%）

歳出決算額
8,299,811千円 普通建設事業費

1,680,241千円
（20%）

人件費
719,364千円
（9%）

投資的経費
1,793,452千円
（21%）

義務的経費
1,135,766千円
（14%）

その他経費
5,370,593千円

65%

物件費
2,408,468千円
（29%）

補助費等
1,064,151千円
（13%）

積立金
1,079,099千円
（13%）

操出金
583,695千円
（7%）

164億400万円 

101億1033万円 
114億264万円 

167億3185万円 

117億9496万円 

82億9981万円 

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 

過去６年間の一般会計歳出決算の推移  

前年比
29.63％ 減
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　予算が適正に執行されたか、定例会で慎重審議し、

すべての会計決算が認定されました。

　その中で、議会が注目した主な事業を紹介します。

　決算額は、29年度のみの金額であり、全体事業

費ではありません。複数年事業のものもあります。29年度決算

注目 事業
ピック アップ

広野駅東口広場整備広野駅東口広場整備

認定こども園整備認定こども園整備

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

プレミアム付事業再開プレミアム付事業再開プレミアム付事業再開プレミアム付事業再開プレミアム付事業再開

・帰還促進券・帰還促進券・帰還促進券・帰還促進券・帰還促進券

久保田１号線道路新設舗装久保田１号線道路新設舗装

2億
8,719
   万円

6,634
   万円

1億
5,073
   万円

1億
5,400
   万円

5,065
   万円

浅倉橋橋梁整備浅倉橋橋梁整備

1億
7,612
   万円

認定こども園の園舎や外構工事の実施設計、上下水道敷設替え工事などを

実施し、平成30年度も建設が進められています。

　（写真は平成30年８月31日現在の様子です）

復興道路の整備を実施しました。

　長さ：501.0ｍ

　幅　：5.5ｍ（歩道含む9.0m）

地域経済の活性化と住民の帰還への

きっかけとする事業に取り組みました。

　券販売数：12,069冊

　券利用額：180,450千円

広野小・中学校へ通学する児童生徒のスクール

バスを運行しました。

広野駅の東口広場に、バスやタクシーの乗降場や駐車場の整備、また水路や

植木等を配置して、憩いのスペースとなるよう整備工事を行いました。

　整備面積：5,685㎡

中央台・山の神線浅倉橋が完成しました。
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不
納
欠
損
に
な
ら
な
い
た
め
の
対
策
は

看
板
を
設
置
し
て
周
知
せ
よ

料
金
の
算
出
方
法
は

不
納
欠
損
の
原
因
は

除
染
の
成
果
は

返
礼
品
の
あ
り
方
と
農
業
の
方
向
性
は

固
定
資
産
税

看
板
作
成
委
託
料

下
水
道
使
用
料

下
水
道
使
用
料

除
染
対
策
費

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

北
郷
幹
夫
議
員

渡
邉
正
俊
議
員

渡
邉
正
俊
議
員

塩
　
史
子
議
員

小
磯
利
雄
議
員

渡
邉
正
俊
議
員

遠
藤
町
民
税
務
課
長

猪
狩
環
境
防
災
課
長

林
建
設
課
長

林
建
設
課
長

猪
狩
環
境
防
災
課
長

遠
藤
産
業
振
興
課
長

　

不
納
欠
損
を
行
う
た
め

に
は
、
納
期
限
の
５
年
を

経
過
す
る
ま
で
滞
納
処
分

の
処
理
を
し
て
い
な
い
場

合
、
滞
納
処
分
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
活
が
困
窮

に
陥
る
方
で
３
年
間
執
行

処
分
の
停
止
を
行
っ
て
も

改
善
が
み
ら
れ
な
い
場

合
、
滞
納
処
分
を
し
た
時

点
で
、
今
後
滞
納
分
を
払

う
見
込
み
が
全
く
な
い
場

合
で
す
。

　

ま
た
、
相
続
放
棄
を
し

て
も
資
産
が
あ
れ
ば
差
し

押
さ
え
は
可
能
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら

働
き
か
け
を
行
い
、
事
情

を
よ
く
聞
き
、
き
め
細
か

い
対
応
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
に
お
い
て
も
啓

蒙
看
板
の
予
算
を
取
り
、

犬
猫
の
フ
ン
の
後
始
末
、

ポ
イ
捨
て
禁
止
の
看
板
の

発
注
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。　

　

今
後
の
予
算
有
効
活
用

等
、
補
正
予
算
等
で
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

基
本
的
に
は
水
道
の
使

用
量
に
よ
っ
て
下
水
道
料

金
を
計
算
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
要
因
と
し
て
は
本

人
が
亡
く
な
っ
た
り
、
そ

れ
に
伴
う
相
続
放
棄
、
転

出
し
て
行
方
が
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
で

す
。

　

計
画
ど
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
灰
作
地
区
、
亀
ヶ

崎
地
区
、
折
返
地
区
、
二

ツ
沼
、
下
北
迫
地
区
２
カ

所
と
東
原
地
区
の
た
め
池

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

県
の
基
準
に
よ
り
、
13

カ
所
が
認
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
、
残
り
の
部
分
に
つ

い
て
、
国
へ
要
望
し
て
い

ま
す
が
、
現
在
で
き
な
い

現
状
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
要
望
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

町
の
返
礼
割
合
は
58
％

程
で
し
た
が
、
昨
年
度
通

知
の
３
割
を
若
干
超
え
た

37
％
の
返
礼
率
に
し
た
と

こ
ろ
、
極
端
に
寄
附
件
数

が
落
ち
て
し
ま
い
、
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
、
大
変
ご

迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け

す
る
事
態
が
生
じ
ま
し

た
。

　

今
年
の
取
り
組
み
は
、

復
興
道
半
ば
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
５
割
程
度
の

割
合
で
な
ん
と
か
昨
年
以

上
の
寄
附
件
数
を
集
め
、

ま
た
米
づ
く
り
農
家
の
皆

さ
ん
の
生
産
意
欲
向
上
に

つ
な
げ
て
い
こ
う
と
実
施

し
ま
し
た
。
今
後
相
談
し
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

町
税
を
不
納
欠
損
と
す

る
の
は
、
所
有
者
が
い
な

く
な
っ
て
い
る
の
か
、
あ

る
い
は
10
年
過
ぎ
れ
ば
未

収
額
を
不
納
欠
損
と
す
る

の
か
。

　

ま
た
、
相
続
を
放
棄
し

て
未
納
に
な
っ
た
場
合
は

未
納
分
を
差
し
押
さ
え
る

と
か
、
徴
収
す
る
こ
と
は

で
き
ず
不
納
欠
損
と
い
う

方
法
し
か
な
い
の
か
。

　

今
後
の
対
策
の
考
え

は
。

　

ポ
イ
捨
て
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
町
に
は
ポ
イ

捨
て
条
例
が
あ
り
、
罰
金

等
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
周
知
す
べ
く

看
板
を
も
っ
と
設
け
た
ら

よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

井
戸
水
を
使
っ
て
下
水

道
に
流
し
た
場
合
の
算
出

方
法
は
。

　

不
納
欠
損
額
約
45
万
円

の
内
訳
は
。

　

敷
地
内
20
ｍ
な
ど
の
範

囲
内
に
お
い
て
、
基
準
を

超
え
て
い
る
エ
リ
ア
は
全

て
事
業
実
施
し
、
完
了
し

た
の
か
。

　

ま
た
、
た
め
池
放
射
性

物
質
対
策
事
業
事
業
を

行
っ
た
地
名
は
。

　

西
の
沢
た
め
池
の
湖
底

や
、
湖
底
に
至
る
ま
で
の

水
路
の
調
査
は
、
水
位
を

下
げ
て
集
中
的
に
調
査
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。

　

昨
年
度
総
務
省
よ
り

30
％
の
枠
内
で
の
返
礼
品

と
す
る
よ
う
に
と
通
達
が

あ
り
、
報
道
に
よ
る
と
、

広
野
町
は
55
％
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
の
応
援
寄
附

金
に
よ
っ
て
広
野
町
の
特

定
の
農
業
の
特
別
栽
培
米

と
い
う
形
で
広
野
の
農
業

に
大
変
貢
献
し
、
作
付
面

積
も
増
え
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
方
向
性
で
進
ん

で
い
く
の
か
。

黒田惣一代表監査委員

　

平
成
29
年
度
に
お
け

る
当
町
の
財
政
状
況

は
、
広
野
火
力
発
電
所

の
大
規
模
償
却
資
産
税

が
大
幅
に
減
少
し
た
も

の
の
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
特
別
交
付
税
に

よ
り
比
較
的
ゆ
と
り
あ

る
財
政
運
営
で
あ
る

が
、
大
規
模
償
却
資
産

税
は
、
次
年
度
以
降
の

逓
減
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
事
業
の
必

要
性
、
緊
急
性
及
び
そ

の
効
果
等
を
十
分
に
考

慮
し
、
計
画
的
な
財
政

運
営
と
重
点
的
か
つ
効

率
的
な
財
源
配
分
に
努

め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保

険
や
介
護
保
険
と
い
っ

た
２
特
別
会
計
の
医
療

や
介
護
に
対
す
る
給
付

費
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
よ
り
増
額
し
て
お

り
、
依
然
と
し
て
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
保
健
事
業

や
福
祉
事
業
等
の
成
果

を
再
検
証
す
る
と
と
も

に
、
転
入
者
か
ら
の
国

民
健
康
保
険
税
や
介
護

保
険
料
の
し
っ
か
り
と

し
た
徴
収
事
務
を
執
行

し
、
健
康
診
査
の
受
診

勧
奨
や
医
療
機
関
へ
の

早
期
受
診
に
よ
る
疾
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
、
適
正
医
療
に
よ
る

重
症
化
防
止
等
に
よ

り
、
歳
出
の
削
減
に
努

め
る
よ
う
強
く
望
み
ま

す
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

一
般
会
計
決算

質
疑

決算審査意見

ここが聞きたい!

いつまでもきれいな町になるように

おいしく実る広野米
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議
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９
月
補
正
予
算

　広野町消防屯所改築事業にあたり、福島県石油

貯蔵施設立地対策交付金を活用し、基金を造成す

るための条例で、来年度、東日本大震災等により

損傷しているポンプ分団屯所を改築する予定であ

ることから、その財源を基金として積み立てるた

め、新たに条例を制定する議案を可決しました。

　９月７日に開催された広野町議会運営委員

会では、福島県内の議会映像の配信状況から、

「広野町議会映像配信システムに関する調査

特別委員会」を設置し、あらゆる角度から調

査審議し、議会映像の配信についてを検討す

るべきであるということとなりました。

　また、特別委員会の委員、委員長および副

委員長を選任し、委員は議長を除いた議員９

人です。

広野町消防屯所改築事業基金条例を制定

広野町議会映像配信システムに関する
調査特別委員会を設置

議案第49号

発議第１号

こんなことが決まりました

全会一致で可決

一般会計と６特別
会計合わせて ３億9086万円を追加補正

　今回の補正は、財政調整基金積立金（町の貯金）9,626万２千円などが主な内容とな

りました。

　これにより、一般会計は歳入歳出ぞれぞれ２億5,964万円追加され、総額で64億

3,817万円となりました。

会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算額

一 般 会 計 2億5964万1千円 64億3817万7千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2107万7千円 9億5688万7千円

土 地 開 発 事 業 特 別 会 計 896万８千円 8851万8千円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 6637万円 3億1276万3千円

農業集落排水事業特別会計 379万6千円 3450万5千円

介 護 保 険 特 別 会 計 3003万7千円 5億3822万7千円

後期高齢者医療特別会計 97万9千円 1867万5千円

橋
の
調
査
を
計
画
的
に

見
守
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ

購
入
補
助
金

受
診
後
の
支
援
対
策
を
図
る
べ
き

北
郷
幹
夫
議
員

小
磯
利
雄
議
員

林
建
設
課
長

飯
島
健
康
福
祉
課
長

　

現
在
行
っ
て
い
る
橋
梁

点
検
は
、
高
度
成
長
期
時

代
に
多
く
造
ら
れ
た
橋
の

補
修
箇
所
を
見
つ
け
、
補

修
し
な
が
ら
長
寿
命
化
を

図
る
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　

小
滝
平
の
橋
に
つ
い
て

点
検
を
し
た
結
果
、
か
け

替
え
を
す
る
ま
で
の
損
傷

は
な
い
と
い
う
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
23
日
か

ら
６
月
30
日
ま
で
は
、
広

野
町
か
ら
40
人
が
利
用
し

て
い
ま
す
。

　

町
外
の
公
共
機
関
、
病

院
等
に
受
診
す
る
場
合
に

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
お
り
、
時
間
帯
等

の
問
題
も
あ
ろ
う
か
と
思

い
ま
す
が
、
入
院
か
ら
退

院
し
た
後
の
福
祉
の
切
れ

目
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

等
も
踏
ま
え
て
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

当
町
に
は
古
い
橋
が
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
橋
の
耐

用
年
数
は
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
南

山
か
ら
小
滝
平
に
抜
け
る

浅
見
川
に
架
か
っ
て
い
る

橋
が
狭
く
て
距
離
も
長

く
、
危
険
と
感
じ
る
。
計

画
的
に
調
査
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

双
葉
医
療
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
、
広
野
町
か
ら
何

名
の
方
が
救
急
搬
送
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
入
院
治
療
が
必

要
な
く
、
帰
っ
て
下
さ
い

と
言
わ
れ
た
時
に
、
問
題

な
の
は
一
人
住
ま
い
の
高

齢
の
方
や
、
一
人
住
ま
い

の
町
民
で
あ
る
。

　

夜
中
な
ど
で
は
帰
る
手

段
が
な
く
、
町
と
し
て
対

応
策
が
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

門
馬
　
巧
議
員

　

認
知
症
見
守
り
Ｇ
Ｐ
Ｓ

購
入
等
補
助
金
は
何
名
分

の
計
上
で
、
単
価
は
い
く

ら
な
の
か
。

　

こ
れ
は
想
定
の
も
と
に

予
算
計
上
し
た
の
か
、
あ

る
い
は
家
族
を
と
お
し
て

要
望
が
あ
っ
た
分
の
計
上

な
の
か
。

　

ま
た
、
運
用
費
等
は
発

生
し
な
い
の
か
。

飯
島
健
康
福
祉
課
長

　

補
助
上
限
を
１
件
あ
た

り
１
万
円
と
し
て
い
ま

す
。

　

徘
徊
等
が
顕
著
な
方

に
、
こ
の
事
業
を
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
ご

相
談
に
対
応
す
る
た
め

と
、
プ
ラ
ス
１
件
の
合
計

２
件
で
計
上
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
位
置
情
報
を
受

け
る
家
族
側
の
通
信
費

は
、
個
人
負
担
と
な
り
、

初
期
導
入
費
用
の
部
分
を

助
成
し
ま
す
。

広野町消防団ポンプ分団屯所

議会の様子を撮影しているカメラ
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委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

工
総務文教

業団地・(仮称)東町地区産業団地整備事業防
産業厚生

災拠点・道の駅造成事業

少
産業厚生

子
化
対
策

中
総務文教

学
校
本
校
舎
で
の
授
業
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み

駅
総務文教

東
側
開
発
事
業

　

復
興
企
画
課
長
よ
り
説
明

を
受
け
、
各
委
員
か
ら
工
業

団
地
に
進
出
す
る
企
業
の
事

業
内
容
に
つ
い
て
、
産
業
道

路
の
取
り
付
け
道
路
に
つ
い

て
、
工
業
団
地
・
産
業
団
地

の
通
信
回
線
の
環
境
状
況
に

つ
い
て
、
工
業
団
地
の
不
動

産
鑑
定
・
評
価
額
、
整
備
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

課
長
よ
り
、
工
業
団
地
に

進
出
す
る
企
業
の
事
業
内
容

に
つ
い
て
は
、
石
炭
灰
、
ク

リ
ン
カ
ア
ッ
シ
ュ
、
鉄
ス
ラ

グ
を
土
木
用
資
材
と
し
て
製

品
化
す
る
事
業
で
あ
る
。
産

業
道
路
の
取
り
付
け
道
路
に

つ
い
て
は
、
除
染
廃
棄
物
の

運
搬
に
仮
設
道
路
が
環
境
省

事
業
に
よ
り
移
設
さ
れ
て
い

る
が
、
町
道
の
基
準
に
合
う

よ
う
設
計
が
完
了
し
て
い

る
。
工
業
団
地
・
産
業
団
地

の
通
信
回
線
の
環
境
状
況
に

つ
い
て
は
、
総
務
課
長
よ

り
、
住
宅
整
備
お
よ
び
工
場

の
進
出
が
あ
る
の
で
関
係
箇

所
に
支
援
の
要
望
を
し
て
い

る
。
工
業
団
地
の
不
動
産
鑑

定
・
評
価
額
、
整
備
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
復
興
企
画
課

長
よ
り
、
側
溝
整
備
や
調
整

池
は
町
の
財
産
な
の
で
分
筆

し
て
い
る
。
平
成
29
年
度
に

鑑
定
し
た
評
価
額
は
変
わ
ら

ず
、
構
内
道
路
や
排
水
の
整

備
は
、
工
業
団
地
の
拡
張
と

考
え
町
負
担
で
整
備
し
て
い

く
。
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

建
設
課
長
よ
り
説
明
を
受

け
、
各
委
員
よ
り
、
単
価
な

ど
よ
り
地
権
者
合
意
に
問
題

は
な
い
の
か
、
山
林
他
構
造

物
の
物
件
移
転
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
求
め
る
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　

町
よ
り
、
単
価
を
原
因
と

す
る
理
由
で
は
無
く
、
合
意

に
至
ら
ぬ
数
名
の
方
が
い
ま

す
が
、
合
意
に
向
け
交
渉
中

で
す
、
当
該
地
は
山
林
が
主

で
あ
り
、
立
ち
木
の
補
償
が

物
件
移
転
補
償
と
な
り
ま

す
、
他
に
補
償
対
象
は
、
セ

メ
ン
ト
サ
イ
ロ
の
構
造
物
で

す
が
構
造
物
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
資
格
を
持
っ
た
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
し
、
設

置
す
る
費
用
、
移
転
す
る
費

用
、
電
気
等
使
用
料
、
営
業

補
償
等
す
べ
て
調
査
の
元
、

積
算
し
金
額
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
家
庭
課
長
よ
り
説

明
を
受
け
、
各
委
員
よ
り
、

平
成
29
年
の
婚
姻
数
・
婚
姻

率
は
、
小
中
学
校
入
学
祝
い

金
支
給
時
期
、
少
子
化
対
策

に
係
る
今
後
の
検
討
事
項
は

町
内
居
住
者
を
対
象
な
の

か
、
町
外
よ
り
の
移
住
者
に

も
考
慮
さ
れ
住
宅
の
提
供
も

合
わ
せ
て
検
討
願
い
た
い
、

最
後
に
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
開
催

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　 　

学
校
教
育
課
長
よ
り
説
明

を
受
け
、
各
委
員
か
ら
県
立

中
学
校
と
の
一
本
化
、町
立
、

県
立
中
学
校
に
対
す
る
支
援

要
望
、
学
校
施
設
の
エ
ア
コ

ン
設
備
充
足
率
、
県
立
学
校

進
学
に
対
す
る
理
解
へ
の
要

望
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

　

復
興
企
画
課
長
よ
り
説
明

を
受
け
、
各
委
員
か
ら
は
、

住
宅
用
地
の
整
備
・
販
売
計

画
、
ホ
テ
ル
の
経
営
及
び
Ｐ

Ｒ
活
動
、
宅
地
分
譲
に
対
す

る
Ｐ
Ｒ
の
取
り
組
み
へ
の
要

望
、
駅
東
側
開
発
区
域
内
に

お
け
る
墓
地
の
確
認
、
若
者

世
代
・
子
育
て
世
代
に
対
応

す
る
住
宅
分
譲
に
つ
い
て
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
よ
り
婚
姻
数
・
婚
姻
率

は
概
数
で
あ
り
、
確
定
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
、
入
学
祝

い
金
は
教
育
委
員
会
の
入
学

予
定
者
名
簿
よ
り
申
請
書
を

上
げ
て
頂
き
、
支
給
の
形
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
る
べ

く
早
く
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
少
子
化
対
策
は
、
担
当

課
と
し
て
子
育
て
支
援
よ
り

の
説
明
で
あ
る
が
、
住
宅
施

策
等
に
つ
い
て
は
、
他
の
計

画
等
で
あ
り
、
今
後
総
合
的

に
捉
え
て
い
き
ま
す
、
婚
活

セ
ミ
ナ
ー
は
男
性
を
メ
イ
ン

　

学
校
教
育
課
長
よ
り
、
広

野
中
学
校
は
存
続
し
て
お

り
、
他
町
村
で
休
校
し
て
い

る
学
校
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
ふ
た
ば
未
来
学
園
が
あ

る
。
町
立
の
中
学
校
と
は
分

け
て
考
え
る
べ
き
で
一
本
化

の
要
請
は
し
て
い
な
い
。
町

と
し
て
町
立
の
中
学
校
を
如

何
に
魅
力
的
な
も
の
に
し
入

学
し
て
も
ら
え
る
か
を
進
め

て
い
る
。

　

課
長
よ
り
、
住
宅
用
地
の

整
備
・
販
売
計
画
に
つ
い
て
、

工
期
は
平
成
32
年
度
末
を
目

標
に
進
め
、
販
売
は
完
成
直

後
か
ら
可
能
と
考
え
て
い

る
。
ホ
テ
ル
の
経
営
及
び
Ｐ

Ｒ
活
動
は
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
来
場
者
と
二
ッ
沼
総
合
公

園
の
魅
力
を
駅
東
の
点
と
結

び
関
東
圏
か
ら
の
相
乗
効
果

に
よ
る
集
客
を
見
込
み
、
ま

た
Ｐ
Ｒ
活
動
も
し
て
い
く
。

駅
東
側
開
発
区
域
内
に
お
け

る
墓
地
の
確
認
は
、
開
発
区

域
内
に
墓
地
は
確
認
し
て
い

な
い
、
若
者
世
代
・
子
育
て

に
外
部
講
師
を
招
き
、
そ
の

後
町
内
外
よ
り
女
性
を
招
き

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

委
員
会
と
し
て
、
今
本
町

が
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状

況
下
に
お
い
て
、
こ
の
問
題

に
取
り
組
ま
な
く
て
は
い
け

な
い
が
、
ま
だ
ま
だ
チ
ャ

ン
ス
は
充
分
あ
る
と
思
う
。

せ
っ
か
く
こ
の
機
会
に
、
一

つ
の
足
が
か
り
と
し
て
も
っ

と
解
決
策
を
見
出
し
て
ほ
し

い
と
提
言
致
し
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
の
エ
ア
コ
ン
設

備
充
足
率
は
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
す

べ
て
設
置
し
て
い
る
が
、
体

育
館
は
未
整
備
で
あ
る
。
今

後
、
文
科
省
の
補
助
金
活
用

と
町
の
財
政
を
見
極
め
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
と
し
て
、
魅
力
あ

る
教
育
の
実
現
と
具
現
化
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
む
よ
う

求
め
ま
し
た
。

世
代
に
対
応
す
る
住
宅
分
譲

は
、
開
発
設
計
段
階
か
ら
町

主
導
で
実
施
す
る
。
未
取
得

地
に
つ
い
て
も
町
が
し
っ
か

り
と
住
民
へ
説
明
を
し
て
い

く
。
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
会
と
し
て
は
、
地
域

住
民
や
子
育
て
世
代
の
意
見

を
取
り
入
れ
た
開
発
を
進
め

広
野
町
に「
住
み
た
い
」・「
子

育
て
が
し
た
い
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
若
者
世
代
に

し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

産業厚生常任委員会
８月24日（金）午後開催

調査件名
○防災拠点・道の駅造成事業

○少子化対策

【その他】

・下浅見川地区営農再事業

・広野町農地利用最適化推進委員

・広野工業団地への企業進出

・国産バナナ栽培事業計画

総務文教常任委員会
８月24日（金）午前開催

調査件名

○広野駅東側開発

○ 広野工業団地・（仮称）東町地区産業団地整備事業

○ 広野町中学校本校舎での授業再開に向けた取り組み

【その他】

・国産バナナ栽培事業計画

幼稚園運動会
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一

般

質

問

町政を問う

　一般質問は、公の場である議会で、
議員が議題に関係なく、町長の考え方
や町政の執行状況について説明を求め
たり、所信を問いただすものです。

一般質問席（広野町議会議場） 12

追
跡
レ
ポ
ー
ト

８
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

北郷幹夫 議員

　

広
野
駅
舎
を
含
む
駅
西

側
地
区
の
再
開
発
を
計
画

し
て
い
る
町
は
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
と
協
定
を
結
び
、
老

朽
化
が
進
む
駅
舎
の
再
整

備
、
町
民
や
有
識
者
に
よ

る
検
討
委
員
会
を
設
置
す

る
と
、
新
聞
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
検
討
委
員
会

の
設
置
を
含
め
、
現
在
の

推
進
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
計
画
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

町
で
は
、
古
紙
類
収
集

や
、
古
着
の
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
設
置
等
、
資
源

の
有
効
活
用
を
図
り
、
国

で
は
、
使
用
済
み
携
帯
電

話
、
パ
ソ
コ
ン
等
を
回
収

し
、
鉄
や
銅
、
金
や
銀
な

ど
を
取
り
出
す
、
再
資
源

化
の
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
が
、
小
型
家
電
の
回

収
に
向
け
た
考
え
は
あ
り

ま
す
か
。

　

空
き
家
が
全
国
的
に
増

加
し
、
景
観
、
防
犯
、
防

火
対
策
が
深
刻
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、

①
実
態
調
査
は
実
施
し
て

い
ま
す
か
。

②
支
援
策
と
し
て
、
解
体

補
助
金
制
度
を
制
定
す
る

考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

③
所
有
者
等
に
よ
る
適
正

管
理
の
推
進
、
利
活
用
促

進
な
ど
の
対
策
を
立
て
、

空
き
家
の
増
加
に
歯
止
め

を
か
け
る
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

６
月
19
日
に
検
討
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
は
、
今
年
度

に
、
ト
イ
レ
整
備
や
、
検

討
委
員
会
で
の
、
駅
舎
の

新
築
か
修
繕
か
の
決
定

等
、
平
成
31
年
度
に
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
関
す

る
設
計
協
定
締
結
や
駅
舎

整
備
基
本
設
計
、
平
成
32

年
度
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
工
事
、
駅
舎
実
施
設

計
、
平
成
33
年
度
、
駅
舎

整
備
や
駅
西
口
広
場
設

計
、
平
成
34
年
度
、
駅
西

口
広
場
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

法
に
基
づ
く
、
廃
棄
物
処

理
や
有
効
利
用
に
つ
い

て
、
今
後
協
議
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
東
京
２
０
２
０

大
会
で
使
用
す
る
メ
ダ
ル

に
、
使
用
済
み
小
型
家
電

の
金
属
か
ら
製
作
す
る
取

り
組
み
に
賛
同
し
、
役
場

一
階
図
書
室
脇
に
回
収

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

①
空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設

に
向
け
対
応
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

②
管
理
不
全
が
著
し
い
所

有
者
に
助
言
や
指
導
な
ど

を
行
い
、
解
体
を
促
す
補

助
制
度
の
制
定
に
向
け
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

③
空
き
家
を
所
有
す
る
上

で
の
リ
ス
ク
や
責
務
な
ど

の
知
識
の
啓
発
を
図
り
、

相
談
窓
口
や
空
き
家
バ
ン

ク
の
設
置
等
に
向
け
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

現
在
の
進
捗
状
況
お
よ
び
計
画
は

町
長
／
検
討
会
設
置
し
整
備
に
取
り
組
む

小
型
家
電
回
収
に
向
け
た
考
え
は

町
長
／
今
後
協
議
を
し
て
い
く

北
郷

北
郷

北
郷

町
長

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅駅西側再開発

ヴィレッジ新駅リサイクル

県派遣研修空き家対策

増加に歯止めを
町長／空き家バンク設置等検討していく

●平成30年６月定例会　●一般質問

北郷 幹夫 議員

集約して活用を図るべき

　各課の制度を１冊のパンフレットに集約する

ことで、内容を理解し活用しやすくなるのでは

ありませんか。

パンフレットを作成・配布します

　各種制度を１冊に取りまとめたパンフレット

を作成し、各世帯に配布するようにします。

「ひろのまち暮らしのガイド」完成

　９月に、各種助成金、補助金、手当などの制

度をまとめた「ひろのまち暮らしのガイド」が

完成し配布されました。

　また、町のホームページにも、制度や手続き

などが掲載されています。

図書室脇に設置中の回収ボックス
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町政を問う町政を問う

門馬　巧 議員遠藤　浩 議員

　

将
来
を
見
据
え
た
事
務

量
と
職
員
の
適
正
な
配
置

や
、
採
用
・
育
成
に
つ
い

て
、

①
震
災
か
ら
10
年
と
な
る

平
成
33
年
時
点
で
の
人
口

予
測
と
、
根
拠
を
求
め
ま

す
。

②
人
口
の
減
少
を
考
慮
し

た
政
策
・
業
務
遂
行
す
る

職
員
定
数
の
見
直
し
等
も

考
慮
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

③
今
年
３
月
定
例
議
会
で

一
般
質
問
し
た
職
員
育
成

は
、
来
年
度
か
ら
実
現
す

る
の
で
す
か
。

　

今
後
、
若
者
世
帯
や
子

育
て
世
代
が
移
り
住
む
事

が
想
定
さ
れ
、
一
刻
も
早

い
虐
待
防
止
推
進
へ
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、

①
子
ど
も
の
命
が
な
く
な

る
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
件

を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
児

童
虐
待
防
止
対
策
に
向
け

た
方
針
は
。

②
文
科
省
と
厚
生
労
働
省

が
学
校
・
保
育
所
か
ら
市

町
村
等
へ
の
定
期
的
な
情

報
提
供
に
関
す
る
指
針
を

示
し
て
い
ま
す
が
、
当
町

に
も
こ
の
指
針
の
よ
う
な

　

日
常
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
生
活
林
道
に
、
規
定

よ
り
は
み
出
し
た
支
障
枝

葉
が
あ
る
路
線
が
あ
る

が
、

①
支
障
枝
葉
を
、
計
画
で

継
続
的
に
伐
採
除
去
を
図

る
事
は
出
来
な
い
か
。

②
交
通
の
安
全
安
心
、
緊

急
車
両
等
の
通
行
等
、
災

害
へ
の
備
え
と
道
路
環
境

の
改
善
を
図
る
本
施
策
を

是
非
講
じ
て
頂
き
た
い
。

③
継
続
的
手
入
れ
と
枝
葉

の
除
去
を
図
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
第
五
次
広
野
町
町
勢
振

興
計
画
に
お
い
て
、
雇
用

創
出
、
住
宅
施
策
事
業
等

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
平

成
37
年
の
人
口
を
５
千
人

と
し
て
い
ま
す
。

②
復
興
創
生
期
間
終
了
後

に
見
直
し
を
検
討
し
ま

す
。

③
平
成
33
年
度
か
ら
平
成

34
年
度
に
職
員
派
遣
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

①
安
全
確
保
を
最
優
先

に
、
早
い
段
階
か
ら
予
防

に
努
め
、
地
域
の
つ
な
が

り
、
迅
速
な
対
応
、
虐
待

を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立

支
援
等
、
切
れ
目
な
い
支

援
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

②
こ
ど
も
家
庭
課
よ
り
教

育
委
員
会
へ
定
期
的
な
情

報
提
供
を
依
頼
し
、
必
要

に
応
じ
て
個
別
ケ
ー
ス
会

議
等
を
開
催
し
て
お
り
、

取
り
決
め
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

③
ポ
ス
タ
ー
や
役
場
庁
舎

電
光
掲
示
板
で
の
啓
発
、

広
報
紙
へ
の
掲
載
や
虐
待

防
止
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
作

成
し
て
学
校
等
関
係
機
関

に
配
布
し
周
知
・
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
除
去
が
必
要
な
所
は
限

定
さ
れ
、
広
範
囲
に
渡
る

こ
と
は
無
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
通
り
、
車
両
の

通
行
が
危
険
と
思
わ
れ
る

所
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

②
民
地
か
ら
の
支
障
枝
葉

は
あ
く
ま
で
所
有
者
の
財

産
で
あ
り
、
責
任
を
持
ち

適
正
に
維
持
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
か
、
道
路
管
理

者
が
伐
採
を
す
る
か
を
そ

の
つ
ど
協
議
判
断
し
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

③
町
道
、
農
道
、
林
道
等

生
活
道
路
は
同
様
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

障
害
者
の
雇
用
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

き
、
今
年
度
、
本
町
の
雇

用
率
は
３
・
９
％
で
、
国

で
定
め
る
法
定
雇
用
率

２
・
５
％
を
満
た
し
て
い

ま
す
。

町
長

町
長

町
長

町
長

門
馬

門
馬

「元気な町」事務量と職員「元気な町」児童虐待防止

適
正
な
配
置
・
採
用
と
育
成
は

町
長
／
復
興
創
生
期
間
終
了
後
に
見
直
し
検
討

支
障
枝
葉
の
伐
採
除
去
・
手
入
れ
を
図
れ

町
長
／
車
両
通
行
が
危
険
な
場
所
を
実
施
し
て
い
く

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
に

よ
り
、
民
間
企
業
が
２
・

２
％
・
地
方
自
治
体
２
・

５
％
・
都
道
府
県
教
育
委

員
会
２
・
４
％
以
上
を
雇

用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
本
町
は
こ
の
数
値
は

ク
リ
ア
出
来
て
い
る
の
で

す
か
。

門
馬 県派遣研修障害者雇用

法による数値はクリアしているか
町長／法定雇用率を満たしている

遠
藤

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着

陸
場
に
指
定
さ
れ
て
い
る

総
合
グ
ラ
ン
ド
の
周
囲
に

は
小
学
校
や
児
童
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
が
隣
接
し
、

今
後
認
定
子
ど
も
園
、
高

校
本
校
舎
が
完
成
す
れ

ば
、
一
大
教
育
エ
リ
ア
と

な
り
ま
す
が
、
万
が
一
、

航
空
事
故
が
発
生
し
た
場

合
に
被
害
は
甚
大
な
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
の
な
か
で
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
べ
き
施
策

を
定
め
て
お
り
、
町
は
条

例
を
制
定
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
い
じ
め
防
止
基
本

方
針
そ
の
も
の
が
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
な
理
念
や
体
制

を
示
す
「
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
」
を
早
急
に
周
知

し
、
広
く
理
解
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

事
業
主
体
の
公
立
学
校

法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

付
属
病
院
及
び
双
葉
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
と
協

議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
の
問
題
へ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
は
、
町

民
全
体
に
認
識
を
広
め
、

地
域
、
家
庭
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
を
推
進

す
る
普
及
啓
発
が
必
要
で

す
。

　

引
き
続
き
、
小
中
学
校

と
の
連
携
を
密
に
し
、
い

じ
め
に
よ
る
事
態
が
発
生

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

早
期
発
見
と
迅
速
な
対
応

に
取
り
組
み
ま
す
。

文
教
施
設
以
外
の
離
着
陸
場
に

町
長
／
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

遠
藤

遠
藤

町
長

ヴィレッジ新駅ドクターヘリ

県派遣研修いじめ防止

基本方針の早急な取り組みを
教育長／早期発見・迅速な対応に取り組む

対策へ向けた方針は
町長／切れ目なく支援する体制をつくる

教
育
長

取
り
決
め
や
、
情
報
交
換

が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

③
児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」（
い

ち
早
く
）
の
周
知
・
啓
発

へ
の
取
り
組
み
は
。 

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
も
、
文
教
施
設
を

除
く
別
の
場
所
に
移
す
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

生活林道

写真はイメージです
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介
護
保
険
事
業
計
画
で

は
、
各
地
域
で
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

さ
ら
に
進
め
、
深
化
推
進

を
図
る
こ
と
を
課
題
と
あ

げ
て
進
め
ら
れ
ま
す
が
、 

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
大
き

く
コ
ピ
ー
し
て
、
住
民
の

目
に
触
れ
、
言
葉
等
を
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
考

え
は
。

　

新
聞
で
は
、｢

圏
域
連

携｣

の
ま
ち
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
関
連
法
の
整

備
な
ど
を
急
ぐ
と
の
記
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く

の
か
、
圏
域
連
携
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
ま
す
。 

門馬まりえ 議員北郷伯弘 議員

　

日
本
産
婦
人
科
学
会
に

よ
る
と
、
不
妊
は
約
10
組

の
カ
ッ
プ
ル
に
１
組
と
言

わ
れ
て
お
り
、
当
町
に
も

不
妊
治
療
に
取
り
組
ん
で

い
る
御
夫
婦
が
生
活
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、

①
町
に
不
妊
治
療
助
成
に

関
す
る
相
談
等
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

②
費
用
の
多
く
は
、
保
険

適
用
外
と
な
り
、精
神
的
、

経
済
的
負
担
は
多
大
な
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

町
で
助
成
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

①
不
妊
治
療
費
助
成
の
相

談
が
あ
っ
た
折
、
県
と
の

連
携
に
基
づ
き
、
県
の
助

成
事
業
で
あ
る
「
福
島
県

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事

業
」で
対
応
し
て
い
ま
す
。

②
不
妊
治
療
に
は
多
く
の

時
間
と
費
用
を
要
し
、
大

き
な
精
神
的
負
担
が
あ
り

ま
す
。

　

経
済
的
、
精
神
的
不
安

解
消
の
た
め
、
不
妊
治
療

の
助
成
制
度
を
前
向
き
に

検
討
い
た
し
ま
す
。

町
長

門
馬

①
「
生
き
生
き
百
歳
体
操
」

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
開

催
時
に
掲
示
し
、
制
度
の

趣
旨
普
及
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

②
現
在
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
認
知
症
地
域
支
援

推
進
員
１
名
を
配
置
し
、

３
名
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
地
域
包
括
シ
ス
テ
ム

を
念
頭
に
、
ニ
ー
ズ
や
事

業
量
等
を
勘
案
し
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

③
医
療
生
活
圏
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、医
療
・
介
護
・

予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支

援
の
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

政
府
が
進
め
る
圏
域
の

単
位
は
、
20
万
人
以
上
の

中
核
都
市
を
中
心
に
近
隣

の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ

た
生
活
圏
等
を
形
成
す
る

合
併
を
前
提
と
し
な
い
内

容
で
す
。

　

町
は
、
広
域
連
携
を
形

成
し
て
お
り
、
被
災
地
域

と
し
て
、
何
が
で
き
、
何

が
で
き
な
い
の
か
を
見
極

め
た
上
で
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

制
度
を
分
か
り
や
す
く
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
や
す
く

町
長
／
趣
旨
普
及
・
構
築
に
努
め
る

今
後
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
の
か

町
長
／
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

門
馬

門
馬

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅高齢者福祉

圏域連携通学路

災害時対応

不妊治療速度制限

費用を助成する考えは
町長／前向きに検討する

②
認
知
症
地
域
支
援
推
進

員
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
配
置
と
あ
り
ま
す

が
、
増
員
に
な
る
の
で
す

か
。

③｢

相
双
地
域
医
療
調
整
会

議｣

が
発
足
し
、
病
院
か
ら

退
院
後
の
切
れ
目
な
い
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
仕
組
と
の
こ
と
で
す
が
、

当
町
は
医
療
生
活
圏
は
い

わ
き
市
の
病
院
が
多
い
と

考
え
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
で
す
か
。

　

町
道
正
木
内
線
は
信
号

機
が
一
つ
も
無
く
、
ス

ピ
ー
ド
を
出
し
て
下
る
車

も
少
な
く
な
い
よ
う
で

す
。

　

子
供
や
高
校
生
も
少
し

ず
つ
増
え
て
き
て
、通
勤
・

通
学
に
も
注
意
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

①
速
度
制
限
標
識
の
設
置

②
時
間
帯
通
行
注
意
立
ち

位
置
の
増
設

③
道
路
の
表
面
処
置

に
つ
い
て
対
応
を
お
尋
ね

し
ま
す
。 

　

徒
歩
通
学
者
の
通
学
路

の
安
全
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
か
、
通
学
路
を
広
く

町
民
に
知
っ
て
も
ら
い
協

力
を
得
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
は
な
い
で
す

か
。

①
日
本
各
地
域
で
大
規
模

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て

い
る
が
、
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
災
害
を
踏
ま
え
、

当
町
に
お
け
る
災
害
発
生

時
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

②
備
蓄
品
等
は
ど
の
よ
う

な
基
準
の
も
と
に
揃
え
ら

れ
て
い
る
の
か
、　

　

ま
た
備
蓄
品
の
使
用
基

準
は
あ
る
の
で
す
か
。

①
速
度
制
限
標
識
の
設
置

に
つ
い
て
、
県
公
安
委
員

会
、
関
係
機
関
と
協
議
し

対
応
し
ま
す
。

②
国
道
か
ら
直
視
で
き
る

位
置
は
国
道
と
な
る
た

め
、
国
土
交
通
省
磐
城
国

道
事
務
所
と
協
議
し
対
応

し
ま
す
。 

③
道
路
上
に
突
起
状
の
路

面
処
理
を
す
る
と
、
車
両

が
通
過
す
る
た
び
に
騒
音

が
発
生
す
る
こ
と
、
生
活

道
路
の
た
め
利
用
者
に
不

便
が
生
じ
る
こ
と
等
、
地

域
住
民
の
理
解
が
必
要
で

す
。
実
施
に
つ
い
て
は
慎

重
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

震
災
以
前
の
通
学
形
態

へ
の
準
備
を
進
め
て
お

り
、
通
学
路
の
安
全
確
認

は
、
広
野
町
通
学
路
交
通

安
全
推
進
会
議
を
設
置

し
、
危
険
個
所
に
つ
い
て

協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
年
度
は
、町
民
バ
ス
、

徒
歩
等
の
通
学
体
制
を
念

頭
に
、
広
く
周
知
し
、
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
に
万

全
を
期
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

①
気
象
台
・
県
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
等
の
情
報
を
踏
ま

え
、
防
災
行
政
無
線
や
エ

リ
ア
メ
ー
ル
に
よ
る
注
意

喚
起
、早
期
避
難
所
開
設
、

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
、
避
難
勧
告
、
避

難
指
示
を
発
令
し
適
時
的

確
に
対
応
し
ま
す
。

②
備
蓄
品
等
の
基
準
は
、

災
害
発
生
後
一
定
期
間
、

被
災
者
の
生
活
を
確
保
す

標
識
・
道
路
表
面
処
理
の
対
応
を

町
長
／
関
係
機
関
と
対
応
し
、
慎
重
に
取
り
組
む

安
全
確
保
と
協
力
を

教
育
長
／
万
全
を
期
し
て
取
り
組
む

備
蓄
品
等
の
使
用
基
準
は

町
長
／
生
活
必
需
品
等
を
備
蓄

北
郷

北
郷

北
郷

町
長

町
長

教
育
長

る
た
め
、
高
齢
者
、
乳
幼

児
等
に
配
慮
し
た
飲
料
水

及
び
生
活
必
需
品
等
を
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
使
用
基
準
は
、
緊

急
時
の
生
活
を
支
援
す
る

備
蓄
品
の
適
正
な
確
保
、

管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

速度とマナーは守りましょう
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一

般

質

問

一

般

質

問

町政を問う町政を問う

阿部憲一 議員小磯利雄 議員

①
双
葉
郡
民
７
万

５
千
人
が
戻
る
こ

と
を
前
提
と
し
た

根
拠
は
。

①
救
急
搬
送
デ
ー

タ
の
分
析
結
果

と
、
高
齢
者
対
応

は
。

　

国
産
バ
ナ
ナ
栽
培
事
業

計
画
に
つ
い
て
、

①
経
常
利
益
積
立
金
は
。

②
事
業
開
始
日
、
相
手
方

経
営
状
況
、
事
業
契
約
内

容
の
ラ
イ
セ
ン
ス
ビ
ジ
ネ

ス
・
販
売
と
営
農
指
導
等

は
。

③
１
房
２
，
０
０
０
円
か

ら
１
，
５
０
０
円
と
言
わ

れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
の
市
場

将
来
性
は
。

①
広
域
圏
組
合
事
務
局

で
、
帰
還
さ
れ
て
い
る
住

民
、
復
興
事
業
等
に
伴
う

新
規
住
民
、
郡
外
に
避
難

し
て
い
る
住
民
含
め
総
合

的
な
観
点
か
ら
、
震
災
前

の
郡
内
人
口
相
当
を
想
定

し
ま
し
た
。

②
広
域
圏
組
合
管
理
者
会

①
昨
年
度
末
で
約
４
，
４

０
０
万
円
で
す
。

②
平
成
30
年
８
月
23
日
広

野
町
振
興
公
社
の
取
締
役

会
に
て
承
認
さ
れ
、
25
日

事
業
着
手
し
ま
し
た
。　
　

　

取
引
を
行
う
、
Ｄ
＆
Ｔ

フ
ァ
ー
ム
は
、
昨
年
売
上

高
約
６
億
６
，
０
０
０
万

円
で
す
。
ま
た
、
Ｇ
Ｐ

フ
ァ
ー
ム
は
設
立
間
も
な

く
、今
期
収
穫
期
を
迎
え
、

売
上
が
計
上
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
発
生

せ
ず
、
無
償
で
国
産
バ
ナ

ナ
栽
培
技
術
の
指
導
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
販
路
は
Ｊ

Ａ
福
島
さ
く
ら
な
ど
と
協

議
し
て
お
り
、
販
路
が
無

い
場
合
で
も
Ｇ
Ｐ
フ
ァ
ー

ム
が
１
本
３
０
０
円
で
買

い
取
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
。

③
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
安
全

な
食
品
と
し
て
、
ま
す
ま

す
需
要
が
拡
大
す
る
と
見

込
ん
で
い
る
と
広
野
町
振

興
公
社
か
ら
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

計
画
を
凍
結
す
べ
き

町
長
／
町
民
の
意
志
受
け
止
め
報
告
し
て
い
く

取
り
組
み
状
況
は

町
長
／
配
布
・
貸
与
事
業
行
っ
て
い
る

小
磯

小
磯

小
磯

町
長

町
長

ヴィレッジ新駅北沢地区火葬場建設

ヴィレッジ新駅事件・事故

ヴィレッジ新駅国産バナナ

計画と将来性は
町長／需要拡大を見込んでいる

②
平
成
29
年
５
月
双
葉

町
が
「
特
定
復
興
再
生

拠
点
区
域
」
が
設
定
さ

れ
、
９
月
再
生
計
画
が

認
定
さ
れ
た
段
階
で
、

町
内
新
規
整
備
案
を
凍

結
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

③
地
域
住
民
に
よ
る

「
火
葬
場
建
設
反
対
署

名
」
が
町
と
広
域
圏
管

理
者
に
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
長
は
ど
う
理

解
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
３
回
目
の
説
明
会

は
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

④
２
回
に
わ
た
る
説
明
会

よ
り
、
火
葬
場
建
設
計
画

を
凍
結
す
べ
き
で
は
な
い

で
す
か
。

議
の
総
意
で
決
定
し
た
事

業
を
、
広
域
圏
組
合
議
会

と
広
野
町
議
会
に
説
明
を

し
、
地
区
住
民
説
明
会
に

取
り
組
み
、
広
域
圏
組
合

事
業
に
お
い
て
、
町
民
の

意
思
を
受
け
止
め
、
町
議

会
に
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

③
重
く
受
け
止
め
、
広
域

圏
組
合
に
届
け
対
応
し
て

い
ま
す
。
地
区
住
民
説
明

会
の
取
り
組
み
は
、
広
域

圏
組
合
に
お
い
て
捉
え
て

い
ま
す
。

④
広
域
圏
組
合
事
業
に
お

い
て
、
町
民
の
意
思
を
受

け
止
め
、
町
議
会
に
報
告

し
て
い
き
ま
す
。

①
一
般
負
傷
、
急
病
の
割

合
が
高
い
状
況
で
、「
緊
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
」
の
配

布
、
緊
急
通
報
装
置
の
貸

与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
急
病
搬
送
、
軽
症
54
件
、

交
通
事
故
、
軽
症
27
件
、

救
急
出
動
は
、
双
葉
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

③
本
町
は
、
本
年
度
「
広

野
町
自
殺
対
策
推
進
計
画
」

②
最
多
の
急
病
搬
送
と
交

通
事
故
搬
送
の
内
容
、
対

応
は
。

③
絶
対
防
止
す
べ
き
自
損

行
為
に
よ
る
搬
送
が
５
件

と
憂
慮
す
べ
き
件
に
つ
い

て
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。

を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

相
談
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
推
進
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

町
長

平成29年度決算
　公平な納税と福祉の
　増進は
町長／きめ細かな対応をしていく

その他の質問

①
確
た
る
勝
算
も
な
い
の
に
計
画

を
進
め
、
既
に
何
億
円
も
使
っ
て

い
る
。
毎
年
４
千
万
円
も
の
支
出

の
二
ツ
沼
総
合
公
園
に
加
え
て
、

ま
た
負
の
遺
産
に
な
る
と
町
民
は

案
じ
て
い
る
。
事
業
を
一
旦
中
止

し
、
確
た
る
収
支
の
見
通
し
を
町

民
に
示
す
べ
き
で
は
。

②
道
の
駅
は
作
る
こ
と
が
目
的
に

な
っ
て
い
る
。
全
国
こ
う
し
た
も

の
は
建
設
業
者
が
首
長
に
話
を

持
っ
て
行
っ
て
事
業
に
す
る
。
こ

の
事
業
は
誰
が
考
え
付
い
て
、
ど

う
い
う
経
緯
で
事
業
化
を
決
め
た

の
か
。

③
山
の
切
り
崩
し
等
に
よ
り
周
辺

の
生
活
井
戸
へ
の
影
響
は
ど
う

か
。

①
民
間
活
力
の
導
入
、
ノ
ウ
ハ
ウ

や
創
意
工
夫
を
管
理
運
営
に
反
映

し
高
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
こ

と
で
、
健
全
な
経
営
が
で
き
る
よ

う
十
分
に
検
討
し
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

②
町
民
や
国
道
利
用
者
が
一
時
的

に
避
難
で
き
、
町
か
ら
の
避
難
指

示
な
ど
情
報
が
得
ら
れ
る
場
所

を
確
保
し
、
災
害
に
対
応
で
き
る

防
災
拠
点
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
平
時
に
は
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
創
出
の
場
と
し
て
整
備
に
着

手
し
ま
し
た
。

③
井
戸
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所

よ
り
、
標
高
が
高
い
た
め
、
影
響

は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
地

下
水
脈
は
目
で
見
え
な
い
た
め
、

事
前
調
査
を
行
い
、
経
過
観
察
し

な
が
ら
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、
土
取
り
事
業
を
進
め
ま
す
。

町
長

阿
部

道の駅

建設を懸念している
町長／十分に検討し整備を進める

ト
リ
チ
ウ
ム
は
体
内
で
有
機
結
合

型
ト
リ
チ
ウ
ム
に
な
る
と
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
構
成
す
る
塩
基
の
内
部
の
水

素
や
塩
基
同
士
を
結
合
す
る
水
素

と
入
れ
替
わ
っ
て
遺
伝
情
報
自
体

を
書
き
換
え
る
、
全
身
で
。
加
え

て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
は
ヘ
リ
ウ
ム
に

変
わ
る
の
で
塩
基
を
破
壊
し
、
塩

基
結
合
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
。
そ

の
細
胞
が
分
裂
し
て
癌
や
奇
形
な

ど
を
引
き
起
こ
す
。

①
有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
危

険
性
を
承
知
し
て
い
る
か
。
承
知

な
ら
、
町
民
の
飲
料
水
を
ど
う
す

る
の
か
。

②
肩
書
き
だ
け
で
何
ら
知
識
の
な

い
人
間
、
国
の
役
割
を
帯
び
た
人

間
ば
か
り
の
町
の
放
射
線
健
康
対

策
委
員
会
は
解
散
し
て
、
放
射
性

核
種
の
リ
ス
ク
に
正
し
い
知
識
の

あ
る
人
材
を
登
用
す
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

①
国
の
責
任
の
も
と
、
丁
寧
で
科

阿
部

県派遣研修トリチウム

危険性を認識せよ
町長／継続して求めていく

町
長

①
避
難
者
に
対
し
て
生
活
の
実
態

調
査
や
必
要
な
支
援
を
せ
よ
と
求

め
て
い
る
が
、
何
も
し
よ
う
と
し

な
い
。
違
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の

理
由
は
。

②
な
ぜ
帰
還
者
に
だ
け
便
宜
を
図

る
差
別
を
繰
り
返
す
の
か
。
町
長

は
定
例
議
会
で
「
差
別
を
し
な
い
」

と
明
言
し
た
で
は
な
い
か
。
そ
の

場
で
は
何
と
で
も
言
っ
て
や
り
過

ご
す
態
度
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

③
住
民
説
明
会
で
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

前
の
駅
を
作
る
理
由
を
問
わ
れ
て

８
町
村
が
合
同
要
望
し
た
も
の
で

仕
方
な
い
と
答
え
て
い
る
が
、
こ

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
金
交
付
、

相
談
支
援
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
、
高
速
道
路
無
料
化
な
ど
取
り

組
み
、
現
在
も
避
難
し
て
い
る
方

の
、
訪
問
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

言
う
こ
と
と
や
る
こ
と
が
違
う

町
長
／
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

阿
部

町
長

避難者支援

②
町
民
へ
の
差
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。
住
民
の
福
祉
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

③
使
わ
れ
た
商
品
券
の
所
有
者
ま

で
は
確
認
で
き
ず
、
帰
還
者
・
避

難
者
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
率
は
把
握

で
き
ま
せ
ん
。

④
双
葉
地
方
８
ケ
町
村
が
県
に
要

望
し
、
県
と
双
葉
地
方
８
ケ
町
村

が
一
体
と
な
り
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
要
望

活
動
に
取
り
組
み
、
三
者
に
よ
る

基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

れ
は
国
か
ら
来
た
事
業
で
は
な
い

か
。
国
は
町
村
か
ら
の
要
望
の
形

に
し
な
い
と
や
れ
な
い
の
で
、
そ

の
命
を
受
け
た
町
長
が
先
頭
に

立
っ
て
他
の
町
村
を
巻
き
込
み
、

当
町
は
１
・
７
３
億
円
を
負
担
。

町
長
は
国
・
東
電
の
言
い
な
り
で

は
な
い
か
。

学
的
な
知
見
の
説
明
と
、
環
境
や

風
評
へ
の
影
響
を
議
論
し
、
地
元

の
理
解
を
最
優
先
に
、
方
向
性
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
継

続
し
て
求
め
て
い
き
ま
す
。

②
除
染
事
業
の
情
報
収
集
や
精

査
、
効
果
的
な
線
量
低
減
等
の
分

析
及
び
評
価
を
行
い
、
町
内
の
環

境
回
復
、
町
民
の
早
期
帰
還
の
環

境
整
備
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
同

委
員
会
の
解
散
は
、
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
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要

望

活

動

20

一

般

質

問

町政を問う町政を問う

渡邉正俊 議員

“ふる里復興･再生から前進”への支援を要望

復
興
庁
・
東
電
へ
要
望
書
を
提
出

　

７
月
26
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

お
よ
び
町
長
と
共
に
、
関
係
省
庁
の
大
臣
、
政
府
与

党
の
国
会
議
員
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
（
株
）

に
対
し
て
、
要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

【要望先】　　復興大臣　　　　　　 吉野正芳
　　　　　　環境大臣　　　　 　　中川雅治
　　　　　　経済産業大臣　　　　 世耕弘成
　　　　　　公明党代表　　 　　　山口那津男

【要望事項】　１．復興推進体制の継続について
　　　　　　２．保険税（料）及び一部負担金等の免除に対する財政支援について
　　　　　　３．高速道路無料措置の継続について
　　　　　　４．医療、介護・福祉体制の充実について
　　　　　　５．廃炉・除染従事者等との共生について
　　　　　　６．東町地区産業団地（仮称）の整備等について
　　　　　　７． 高効率石炭火力発電所（ＩＧＣＣ）の立地に伴う新たな交付金制度の創設について
　　　　　　８．「防災拠点・道の駅ひろの」（仮称）の整備への財政支援について
　　　　　　９．ＪＲ広野駅周辺整備について
　　　　　　10．イノベーション・コースト構想の推進について
　　　　　　11． 大学等の「復興知」を活用した福島イノベーション・コースト構想促進事業の継続について
　　　　　  12．放射線健康対策について
　　　　　　13．ふくしま森林再生事業について
　　　　　　14．追加的除染について
　　　　　　15．農業用ため池の放射性物質対策の拡充について
　　　　　　16．農産物風評払拭への支援について
　　　　　　17．農地・農業用施設維持管理への支援について
　　　　　　18．小・中学校教諭の復興推進加配の継続について
　　　　　　19．スクールバスの運行支援の継続について
　　　　　　20．国道６号の総合的な交通安全対策について

【要望先】　　東京電力ホールディングス株式会社　　　小早川智明

【要望事項】　１． 福島第一原子力発電所等の安全対策の徹底と着実な廃炉、適時適切な情報提供について
　　　　　　２．福島第二原子力発電所周辺自治体との安全確保に関する協定書の締結について
　　　　　　３．広野火力発電所の発電規模の維持と、早期運転再開について
　　　　　　４．被害者や地域の実情を踏まえた賠償及び地方公共団体に係る賠償への対応について
　　　　　　５．広野町と東京電力ホールディングス(株)との協調関係の継続について
　　　　　　６．石炭ガス化複合発電（ＩＧＣＣ）設備の早期運転開始について
　　　　　　７．関連企業の事業所及び住居の町内への設置について

　

虐
待
の
未
然
防
止
、
早

期
発
見
の
観
点
か
ら
、
保

育
園
や
幼
稚
園
に
通
っ
て

い
な
い
幼
児
や
未
就
学
児

の
把
握
が
重
要
と
考
え
る

が
、
未
就
園
、
未
就
学
児

の
把
握
と
支
援
体
制
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

か
。

　

仮
設
住
宅
の
入
居
期
限

が
終
了
し
、
仮
設
住
宅
は

順
次
取
り
壊
す
と
聞
い
て

い
ま
す
が
、
現
在
の
取
り

壊
し
の
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

子
ど
も
の
出
生
後
一
カ

月
以
内
に
各
家
庭
を
訪
問

す
る
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
を

始
め
、
乳
幼
児
健
診
、
予

防
接
種
の
記
録
等
か
ら
把

握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

支
援
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に

わ
た
る
総
合
相
談
や
、
支

援
を
必
要
と
す
る
妊
産

婦
・
乳
幼
児
等
の
把
握
に

努
め
、
児
童
虐
待
の
予
防

や
早
期
発
見
に
取
り
組

み
、
保
育
園
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
、未
就
学
・

未
就
園
児
を
対
象
と
し
た

「
げ
ん
キ
ッ
ズ
」
や
離
乳

食
教
室
等
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

虐
待
の
未
然
防
止
や
早

期
発
見
に
は
、
地
域
住
民

と
の
協
力
連
携
が
不
可
欠

で
あ
り
、
地
域
で
子
ど
も

を
守
り
、
育
て
る
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

①
避
難
者
の
退
去
が
確
認

さ
れ
た
仮
設
住
宅
は
、
平

成
29
年
10
月
よ
り
順
次
撤

去
工
事
が
進
め
ら
れ
、
現

在
は
中
央
台
高
久
応
急
仮

設
住
宅
、
四
倉
鬼
越
応
急

仮
設
住
宅
の
一
部
、
町
内

に
あ
る
下
浅
見
川
、
下
北

迫
応
急
仮
設
住
宅
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
下
浅
見
川
、
下

北
迫
応
急
仮
設
住
宅
は
、

本
年
11
月
か
ら
撤
去
や
原

状
回
復
工
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
中
央
台
高
久

応
急
仮
設
住
宅
、
四
倉
鬼

越
応
急
仮
設
住
宅
の
一
部

に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
退

去
者
の
対
応
に
よ
り
取
り

壊
し
時
期
は
未
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
長

町
長

渡
邉

渡
邉

「元気な町」虐待防止対策

「元気な町」仮設住宅

未
就
園
・
未
就
学
児
の
把
握
と
支
援
体
制
は

町
長
／
地
域
で
守
り
育
て
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む

現
在
の
取
り
壊
し
状
況
は

町
長
／
順
次
撤
去
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

撤去を待つ下浅見川仮設住宅

“日本一元気な町づくり”実現への強力な後押しを要望
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果

審議結果議員の会議等出欠状況

〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

平成30年９月　第３回定例会

議案等番号 件         名

議　

決　

月　

日

議　

決　

結　

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部　

憲
一

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

黒
田　

政
徳

門
馬
ま
り
え

小
磯　

利
雄

北
郷　

幹
夫

門
馬　
　

巧

渡
邉　

正
俊

塩  　

史
子

議案第48号

専決処分の報告及びその承認について
（平成30年度広野町一般会計補正予算（第２号））

９/12
原案 
承認

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇
法人町民税還付金に充当するため財政調整基金を繰り入れ
るもの

議案第49号
広野町消防屯所改築事業基金条例の制定について

９/12
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※９ページに関連記事を掲載しています

議案第50号
平成29年度
広野町一般会計歳入歳出決算認定について

９/12
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議案第51号
平成29年度
広野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

９/13
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第52号
平成29年度
広野町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定について

９/13
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第53号
平成29年度
広野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

９/13
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第54号
平成29年度
広野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

９/13
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号
平成29年度
広野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

９/13
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号
平成29年度
広野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

９/13
原案 
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号
平成30年度
広野町一般会計補正予算（第３号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第58号
平成30年度
広野町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号
平成30年度
広野町土地開発事業特別会計補正予算（第２号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号
平成30年度
広野町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号
平成30年度
広野町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号
平成30年度
広野町介護保険特別会計補正予算（第２号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号
平成30年度
広野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

９/14
原案 
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

平成30年７月１日～平成30年９月30日
〇：出席　×：欠席　△：遅刻、早退　－：員外　弔：弔事　研：研修　公：公務　病：病気等

月 日
曜　

日
開　催　会　議　名　等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

阿
部　

憲
一

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

黒
田　

政
徳

門
馬
ま
り
え

小
磯　

利
雄

北
郷　

幹
夫

門
馬　
　

巧

渡
邉　

正
俊

塩　
　

史
子

出席回数（回） ９ 13 15 15 30 14 20 14 15 14

会議回数（回） 15 13 16 23 30 15 20 14 15 14

７ ３ 火 自民党額賀東日本大震災復興加速化本部長来庁 － － － 〇 － － 〇 － － －

財政援助団体等監査 － － － － 〇 － － － － －

５ 木 財政援助団体等監査 － － － － 〇 － － － － －

９ 月 財政援助団体等監査 － － － － 〇 － － － － －

10 火 復興副大臣との意見交換会 － － － 〇 － － － － － －

17 火 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －

19 木 決算工事等審査 － － － － 〇 － － － － －

20 金 決算工事等審査 － － － － 〇 － － － － －

23 月 決算書類審査 － － － 〇 〇 － － － － －

24 火 決算書類審査 － － － － 〇 － － － － －

25 水 決算書類審査 － － － － 〇 － － － － －

26 木 要望活動 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

27 金 要望活動 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

29 日 集団対抗パークゴルフ大会 － － － × － － 〇 － － －

８ １ 水 決算書類審査 － － － － 〇 － － － － －

２ 木 決算書類審査 － － － － 〇 － － － － －

(株)ベルテクノプラント工業地鎮祭 × 〇 × × 公 × 〇 〇 〇 〇

３ 金 決算書類審査 － － － － 〇 － － － － －

８ 水 中学生海外教育交流派遣事業結団式 － － － × － － 〇 － － －

11 土 サマーフェスティバル × 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 木 広野町殉職消防団員・殉職巡査慰霊祭 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

22 水 町村議会正副議長・事務局長研修会 － － － × － － 〇 － － －

24 金 総務文教常任委員会 〇 － 〇 〇 〇 － － － 〇 －

産業厚生常任委員会 － 〇 － 〇 － 〇 〇 〇 － 〇

27 月 決算監査 － － － － 〇 － － － － －

28 火 決算監査 － － － － 〇 － － － － －

29 水 決算監査 － － － － 〇 － － － － －

30 木 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －

９ ５ 水 広野町敬老会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

７ 金 議会運営員会 － － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 －

11 火 平成30年第３回定例会（第１日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 水 平成30年第３回定例会（第２日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 木 平成30年第３回定例会（第３日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

14 金 平成30年第３回定例会（第４日目） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 水 国産バナナ栽培事業定植式 － － － 〇 － － － － － －

20 木 例月現金出納検査 － － － － 〇 － － － － －

26 水 広野町議会映像配信システム調査特別委員会 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

28 金 広報委員会 〇 － 〇 〇 － 〇 〇 － － 〇

29 土 幼稚園運動会 × － 〇 公 〇 － 〇 － 〇 －

30 日 広野町消防団・婦人消防隊秋季検閲式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※今回は町内において開催された会議等を掲載しています。 
　このほかにも広域圏組合やＪヴィレッジ、水道企業団等が主催する会議や式典にも出席しています。
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編

　集

　後

　記

議
会
広
報
に
望
む
こ
と
は
？

町
民
と
議
会
を
む
す
ぶ

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
な

の
か
、
記
録
的
な
猛
暑
と

な
っ
た
今
夏
、
県
内
で
も

７
月
中
旬
以
降
に
各
地
で

猛
暑
日
を
記
録
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
全
国
各
地
で
豪

雨
、
台
風
、
地
震
と
災
害

が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
は
、
体
調
を
崩
し
た

り
被
害
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

秋
の
夜
長
、
散
歩
を
し

て
い
る
と
足
元
か
ら
は
涼

や
か
な
虫
の
音
色
、
空
を

見
上
げ
れ
ば
美
し
い
星
月

夜
、
夏
か
ら
秋
へ
と
移
り

か
わ
っ
て
い
く
の
を
感
じ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
寒
さ
に

向
か
う
の
で
健
康
に
十
分

気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
下

さ
る
よ
う
お
祈
り
し
ま

す
。

　

当
広
報
委
員
会
は
、「
議

会
の
内
容
を
正
し
く
」、

「
わ
か
り
や
す
く
」、
そ
し

て
町
民
の
み
な
さ
ん
に

「
読
ん
で
頂
け
る
」
広
報

誌
づ
く
り
の
編
集
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
広
報
誌
づ
く

り
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
、
ご
感
想
等
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。　

（
北
郷　

幹
夫
）

　

平
日
は
店
の
営
業
が
あ
る
の
で

議
会
の
傍
聴
に
行
け
ま
せ
ん
が
、

活
発
な
や
り
取
り
が
あ
る
と
窺
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
公
務
な
ど
を
こ
な
す
こ

と
が
議
会
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
と
の
声
も
お
客
さ
ん
か
ら

聞
か
れ
ま
す
。

　

町
の
実
際
の
課
題
は
ど
う
い
う

こ
と
が
あ
る
の
か
、
議
会
で
は
ど

う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
そ
の

辺
り
が
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
な

　

議
会
で
は
各
定
例
会
ご
と
に
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
や
、
要
望
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

阿部　友示 さん

（上浅見川）

田村　弘一 さん

（上浅見川）

り
ま
し
て
、
何
よ
り
こ
の
特
産
化

の
仕
事
に
専
念
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

町
議
会
へ
の
要
望
と
し
て
は
、

こ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
力
を
お
貸
し
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

寒
さ
に
強
い
種
類
で
、
東
北
で

の
栽
培
は
初
め
て
で
す
が
、
失
敗

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
議
会
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発

信
を
さ
れ
る
際
に
は
議
会
の
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
Ｐ
Ｒ

も
お
願
い
で
き
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
町
民
に
開
か
れ
た
議
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皮
ご
と
食
ベ
ら
れ
る「
も
ん
げ
ー

バ
ナ
ナ
」
の
実
証
実
験
を
広
野
町

振
興
公
社
の
ハ
ウ
ス
で
始
め
て
お

る
と
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

「
議
会
だ
よ
り
」
の
こ
と
で
は
、

一
般
質
問
が
最
初
の
質
問
と
町
長

の
答
弁
だ
け
掲
載
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
後
の
深
ま
っ
た
や
り

と
り
が
肝
心
な
の
で
、
善
処
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
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